
2023 年度 小委員会活動成果報告 
（2024 年 2 月 9 日作成） 

小委員会名 屋外空気環境小委員会 主 査 名：富永禎秀 
就任年月：2016 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

環境工学委員会 
（空気環境運営委員会） 

委員長名：大岡龍三 
主 査 名：富永禎秀 

設 置 期 間     2023 年 4 月  ～ 2027 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

快適な屋外空気環境の形成に重要となる課題について、現状の技術水準を明ら

かにするとともに、それらを適切に利用するための技術資料を論文や刊行物とし

て整理することを目的とする。 
初年度：情報収集、論点整理、従来成果の広報・普及、他分野との連携構築 
２年度：風環境評価手法の体系化、取りまとめの方針策定 
３年度：風環境評価手法の体系化、取りまとめ 
４年度：取りまとめ成果の公表・普及 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

主査：富永禎秀（新潟工科大） 
幹事：菊本英紀（東大生研） 
委員：義江龍一郎（東京工芸大），飯塚悟（名古屋大），大岡龍三（東大生研），持田灯（東

北大），大風翼（東京工業大），白澤多一（大妻女子大），有波裕貴（新潟大），片岡

浩人（大林組技研）， 土屋直也（竹中工務店技研），弓野沙織（鹿島建設技研），佐

藤大樹（大成建設技センター），佐々木澄（清水建設技研） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・風環境評価体系検討 WG（主査：大風 翼） 

 現状の風環境評価における課題を整理するとともに、新しい体系化に向けた情

報収集や意見集約を行うことを目的とする。 

2023 年度予算     110,000 円 
ホームページ公開の有無：有 

委員会 HP アドレス： 

https://www.aij.or.jp/jpn/publish/cfdguide/index.htm 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       １ 回（オンライン）（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー

等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 

 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

これまでに本小員会で取りまとめた CFD ガイドブック及び検証用データベー

スの積極的な広報を国内外において行った。中国語版が近日中に刊行予定であ

る。また小委員会での議論を通じて、都市風環境に係わる課題認識の共有や論点

の整理を行うことができたと考えている。 

委員会活動の問題点 
・課題 

 AIJ-ES などの諸基規準の枠組みで予測・評価手法をどのように体系化してい

くかという課題については、具体的な検討作業には至らなかったため、さらなる

情報収集や意見集約を行う必要がある。 



＊ 小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を

報告する共通項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 
＊ 中間年度には中間評価を、最終年度には最終評価としての自己評価を記入すること。 

環境工学委員会用 自己評価欄 

 

2023 年度 小委員会活動 自己評価 
 

(中間年度評価・最終年度評価) 
 

総合評価 
(4 段階評価) 

A B C D  

総合評価に関する 
自由記述欄 

(理由、特記事項等) 

・ これまでに本小員会で取りまとめた CFD ガイドブック及び検証用データベー

スの広報を国際ジャーナル誌や国際会議等を通じて積極的に行った。新たな国

際ジャーナル誌や国際会議等への投稿の準備を進めた。 

・ CFD ガイドブックの中国語版の編集作業が進行し、当初予定よりも作業が遅れ

ているものの近日中に刊行予定である。 

・ 小委員会および傘下 WG 合同の会議において、現状の風環境予測・評価の課題

を共有するとともに、今後の小委員会の活動方針・内容の方向性を確認するこ

とができた。 

・ AIJ-ES などの諸基規準の枠組みで予測・評価手法をどのように体系化してい

くかという課題については、具体的な検討作業には至らなかったため、さらな

る情報収集や意見集約を行う必要がある。 

 総合評価は 4 段階(A>B>C>D)にて、自己評価すること。 
 中間年度における自己評価は、単年度の活動計画･目標に対する達成度にて、最終年度における自己評価は、

小委員会の設置目標に対する達成度にて評価する。自己評価の目安は以下の達成度レベルを参照のこと。 
A 評価：小委員会設置目標に対し、80%以上の達成度 
B 評価：小委員会設置目標に対し、70%から 80%の達成度 
C 評価：小委員会設置目標に対し、60%から 70%の達成度 
D 評価：小委員会設置目標に対し、60%以下の達成度 

 小委員会の活動に対し、第三者的評価･外部評価 (シンポジウム、セミナー等の催し物を開催した場合に収集
した参加者の評価など) に相当する情報がある場合には、その内容も記述すること。 

 
 


